
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア 2025年 

10 月 

編集発行 ボランティアかわらばん編集委員会 

〒380-0813 長野市大字鶴賀緑町1714-5 

長野市ボランティアセンター内 

TEL 026-227-3707  FAX 026-224-1513  

mail  vc@csw-naganocity.or.jp No.504 

 

このかわらばんは「信毎ふれあいネット」のご好意で一部の地域に配布していただいています。 

 

ツユクサ 

アメリカセンダングサ 
ドクダミ 

ススキ 

メヒシバ 

スギナ 

スズメノカタビラ 

アキノエノコログサ 
（ネコジャラシ） 

中山間地 

刈払機 PFI 

耕作放棄地 

空き地 

行政 

地域 

シルバー人材 

猛
暑
の
影
響
で
農
作
物
に
影
響
が

出
て
い
る
そ
う
。 

お
米
の
白
未
熟
粒
、
ぶ
ど
う
の
品

質
低
下
、
葉
焼
け
、
病
害
虫
の
増
加

な
ど
な
ど
・
・
・ 

そ
ん
な
中
、
草
は
と
っ
て
も
元
気
。 

少
し
雨
が
降
っ
た
だ
け
で
ず
ん
ず

ん
伸
び
て
、
畑
に
蒔
い
た
肥
料
を

我
が
も
の
顔
で
吸
い
取
っ
て
し
ま

う
雑
草
た
ち
。 

今
回
、
あ
ち
こ
ち
で
問
題
を
振
り

ま
い
て
い
る
彼
ら
に
立
ち
向
か
っ
て

い
る
人
た
ち
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。 

たかが草、されど草、生活に支障をきたし、何より近所の目も気になるし 
虫や動物も住みつくし、見て見ぬふりはできないし、モヤモヤが生えてくる。 

誰か～ 何とかして～ 

都市公園 

道路沿 

家族 



雑草って誰が刈るの？ 

[2]ボランティアかわらばん No.504 

 

中
条
地
区 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

草
刈
り
の
基
本
は
「
自

宅
敷
地･

農
耕
地
は
自
ら

が
お
こ
な
い
、
県
道
市
道

は
行
政
が
お
こ
な
う
」
で

す
。 中

山
間
地
で
は
自
宅
敷

地
が
広
く
、
合
わ
せ
て
田

畑
も
あ
る
こ
と
か
ら
個
人

で
刈
払
機
を
所
有
し
、
自

ら
処
理
す
る
こ
と
が
必
須

条
件
で
す
。 

自
動
車
の
通
行
の
妨
げ

に
な
る
車
道
脇
の
草
や
歩

道
に
通
せ
ん
ぼ
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
草
は
個
人
で

刈
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、

行
政
区
ま
た
は
道
路
愛
護

会
が
そ
の
処
理
を
担
っ
て

い
ま
す
。
行
政
と
言
っ
て

も
実
際
は
地
元
の
方
々
の

ち
か
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

刈
払
機
に
つ
い
て
、
主

に
機
械
を
動
か
す
の
は
男

性
で
す
が
、
女
性
も
扱
え

る
と
そ
の
力
は
倍
に
も
な

り
、
今
後
を
考
え
て
覚
え

た
い
と
い
う
方
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
中
条

地
区
で
は
「
女
性
の
草
刈

機
講
習
会
」
を
数
年
前
か

ら
開
い
て
い
ま
す
。
年
１

回
開
き
、
講
師
は
地
元
林

業
関
係
者
が
務
め
ま
す
。 

講
習
会
は
２
時
間
で
、

座
学
が
中
心
。
機
械
的
な

こ
と
や
安
全
に
つ
い
て
学

ん
だ
後
実
技
を
学
び
ま
す
。

女
性
が
大
変
な
の
は
エ
ン

ジ
ン
を
か
け
る
こ
と
。
ス

タ
ー
タ
ー
ロ
ー
プ
を
引
く

に
は
あ
る
程
度
力
が
必
要

で
、
高
齢
者
に
は
厳
し
い

動
作
で
す
。
近
年
は
バ
ッ

テ
リ
ー
式
の
刈
払
機
を
使

う
方
も
増
え
ま
し
た
が
、

使
用
可
能
時
間
が
短
く
、

充
電
に
時
間
が
か
か
る
短

所
が
あ
り
、
未
だ
エ
ン
ジ

ン
が
主
流
で
す
。 

ま
た
、
刈
払
機
は
色
々

な
種
類
が
あ
り
取
り
扱
い

も
様
々
な
た
め
、
講
習
会

で
は
自
分
の
機
械
を
持
込

み
、
自
宅
に
戻
っ
た
ら
直

ぐ
に
使
え
る
よ
う
に
習
い

ま
す
。 

今
、
問
題
と
な
る
の
は
、

持
ち
主
は
い
る
が
病
気
入

院
な
ど
の
理
由
で
住
ん
で

い
な
い
私
有
地
の
草
刈
り

で
す
。
処
理
を
個
人
に
お

願
い
し
て
も
な
か
な
か
進

ま
ず
、
荒
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

私
有
地
に
入
る
訳
に
も
い

か
ず
放
置
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。 

 

刈
払
機
の
Ｑ
＆
Ａ 

Ｑ 

草
刈
機
、
刈
払
機
、
ビ

ー
バ
ー
、
正
し
い
名
称

は
。 

Ａ 

正
式
名
は
刈
払
機
、
ビ

ー
バ
ー
は
商
品
名
で

す
。 

Ｑ 

混
合
油
と
ガ
ソ
リ
ン

は
何
が
違
う
の
？ 

Ａ 

２
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン

に
は
混
合
油
、
４
サ
イ

ク
ル
エ
ン
ジ
ン
に
は

ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
ま

す
。
主
流
は
２
サ
イ
ク

ル
エ
ン
ジ
ン
、
混
合
油

で
す
。 

Ｑ 
機
械
は
重
い
の
？ 

Ａ 

エ
ン
ジ
ン
式
．
充
電
式

共
に
５
㎏
弱
で
す
。
ベ

ル
ト
を
肩
に
背
負
う

の
で
そ
れ
ほ
ど
重
量

を
感
じ
ま
せ
ん
。 

Ｑ 

怖
く
な
い
で
す
か
。 

Ａ 

講
習
を
受
け
て
安
全
な

取
扱
い
を
習
い
ま
し

ょ
う
。 

Ｑ 

エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
る

の
は
難
し
く
な
い
で

す
か
。 

Ａ 

講
習
を
受
け
て
取
扱
い

を
習
い
ま
し
ょ
う
。
最

近
は
簡
単
に
掛
け
ら

れ
る
機
種
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
充
電
式
な

ら
ば
ス
イ
ッ
チ
ひ
と

つ
で
動
か
す
こ
と
が

で
き
便
利
で
す
。 

                         

●
道
路
沿
（
道
端･

歩
道
）

の
草
は
？ 

日
頃
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
て

大
変
あ
り
が
た
い
。 

交
通
に
支
障
が
出
る
ほ

ど
の
草
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
に
連
絡
し
て
欲
し
い
。 

（
区
長
さ
ん
か
ら
連
絡
く

る
こ
と
も
あ
る
） 

企
業･

店
舗
前
の
街
路

樹
に
つ
い
て
は
、
管
理
す

る
体
制
が
様
々
な
た
め
、

と
り
あ
え
ず
市
役
所
に
相

談
し
て
欲
し
い
。 

                           

日
頃
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
気
に
な
る
と
こ
ろ
は

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。 

  

●
空
家･

空
地
の
草
は
？ 

個
人
所
有
な
の
で
な
か

な
か
介
入
が
難
し
い
と
こ

ろ
。 ケ

ー
ス
に
よ
っ
て
担
当

課
が
違
う
の
で
、
相
談
の

場
合
は
と
り
あ
え
ず
受
付

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

雑草問題 

中
山
間
地
の
雑
草
対
策 

対
策 

全
体
説
明
の
様
子 

指導を受ける女性受講者 

市役所に行って

聞いてきました 
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９
月
12

日
、
長
沼 

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ
組
合  

代
表
の
西
澤
清
文
さ
ん 

に
長
沼
地
区
の
雑
草
問 

題
で
話
を
伺
い
ま
し 

た
。 

長
沼
地
区
の
空
き
家･

空
き
店
舗･

耕
作
放
棄
地･

廃
業
し
た
会
社
跡
地
に
生

え
る
雑
草
は
地
区
の
景
観

を
悪
く
し
て
い
る
こ
と
か

ら
住
民
が
協
力
し
て
こ
れ

ら
の
草
刈
り
に
対
処
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
取
組
み
は
令
和
元

年
10

月
の
台
風
19

号
に

よ
る
水
害
が
そ
の
元
と
な

っ
て
い
ま
す
。
発
災
当
時

地
区
へ
大
量
に
流
れ
た
土

砂
の
除
去
や
住
宅
の
片
付

け
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
住

民
は
と
て
も
感
謝
し
て
い

る
と
口
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
問
題
と
な
っ
た
の

は
雑
草
に
よ
る
景
観
悪
化

で
し
た
。 

住
民
自
治
協
議
会
の
支

援
を
受
け
令
和
３
年
に

「
長
沼
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ

組
合
」
を
立
ち
上
げ
、
住
民

の
た
す
け
あ
い
の
力
に
よ

り
長
沼
の
「
住
み
易
い
地

区
を
実
現
す
る
た
め
」
の

活
動
を
コ
ツ
コ
ツ
と
継
続

し
て
い
ま
す
。 

一
般
的
に
景
観
は
重
要

視
さ
れ
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
同
組
合
で
は
条
例
化

を
希
望
し
た
も
の
の
断
ら

れ
た
た
め
「
景
観
指
針
」
を

作
成
し
、
こ
れ
を
守
る
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
す
。 

代
表
の
西
澤
氏
は
「
台

風
被
害
で
失
っ
た
も
の
は

大
き
い
が
、
住
民
の
結
束

力
を
得
た
こ
と
も
大
き
い
」

と
語
り
ま
す
。
更
に
、
ど
こ

で
も
誰
で
も
同
じ
よ
う
な 

    
            

こ
と
は
で 

き
る
と
も
語 

ら
れ
ま
し
た
が
、 

長
沼
地
区
で
は 

代
表
の
想
い
と
行
動 

力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大 

き
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
み
つ
） 

               

 

 

●
公
園
の
草
は
？ 

長
野
市
の
都
市
公
園
は
、

地
域
の
愛
護
会
や
清
掃
活

動
で
や
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。 国

土
交
通
省
制
度
（
パ

ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
を
利
用
し

て
管
理
し
て
い
る
公
園
も

あ
る
。 

・
長
野
駅
東
口
公
園 

（
長
野
市
を
通
し
て
利
用
） 

・
若
里
公
園 

（
長
野
県
を
通
し
て
利
用
） 

 

 

●
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ 

P
riva

te
 fin

a
n

ce
 In

icia
- 

T
ive

 

民
間
の
資
金
、
経
営
能
力

及
び
技
術
能
力
を
活
用
し

た
、
民
間
主
導
で
都
市
公

園
の
整
備
等
を
促
進
す
る

た
め
に
、
地
方
公
共
団
体

に
補
助
等
を
行
う
制
度 

 

長
野
市
役
所
（
代
表
） 

０
２
６‐

２
２
６‐

４
９
１
１ 

維
持
課 

公
園
緑
地
課 

   

市街地の 
 

住み易い地区を実現するために 
長沼ワーク・ライフ組合の取組み 

家
族
に
や
ら
せ
な
い
問
題 

取
材
を
し
て
い
る
中
で
共
通
の
悩
み
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
問
題
。 

に
わ
か
に
信
じ
ら
れ
な
い
こ
の
考
え
方
。 

徐
々
に
広
が
っ
て
い
き
そ
う
な
気
配
が
・
・
・ 

・
家
族
が
い
る
け
ど
頼
め
な
い 

・
猛
暑
で
子
供
に
や
ら
せ
る
の
は
か
わ
い
そ
う 

・
お
盆
に
子
ど
も
達
が
帰
っ
て
く
る
の
で
そ
れ 

ま
で
に
草
取
り
し
て
欲
し
い 
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かわらばんボランティア情報 
2025年 

10月 
NO.504 

問合せ先 長野市ボランティアセンター 

電話 ０２６-２２７-３７０７ 

お抹茶カフェ 

かわらばん合併号について 
これまで 1 月号と 2 月号を合併号として発

行をしていましたが、今年度は、2 月号、3

月号が合併号になります。かわらばんの発

送日及び情報カードの締め切り日が変更に

なります。下記の通り、お間違えのないよう

にお願いします。↓↓ 

 

日 時 10 月29 日（水）13時～16時 

場 所  長野市ふれあい福祉センター５階ホール 
講 師  小林博明氏（長野市ボランティアセンター運営委員長） 
受講料  ５００円 
内 容  1回目：10月 29日 最強のチームをつくって活動を考えます 

      2回目：社会実験期間 自分たちが考えた活動をお試しでやってみます 

      3回目：令和 8年 1月 21日（水）実習結果を共有し今後を考えます  
★申込み・問合せは、長野市ボランティアセンターへ（電話：026-227-3707） 

～おせっかいから始まる地域づくり～ 

最強のおせっかいチームをつくろう！ 
一人ひとりが自分の暮らすまちに関心を持ち、自分の得意なことやできること、や

ってみたいことを出し合い「どんなことができるか」をみんなで考える講座です。 

世代や立場を超えて参加者がチームとなって知恵を出し合うことで、広がりやつな

がりを実感しましょう。 

 

20代の若者がお抹茶を点てます。 

秋のひと時をまったりと過ごしましょう。 

日時 10月 8日（水）22日（水） 

    10時半～12時半ごろ 

場所 長野市ボランティアセンター 

（長野市ふれあい福祉センター1階） 

 

  号 発送日 
情報カード 

締め切り日 

11月号 10月 31日 10月 15日 

12月号 11月 28日 11月 15日 

1月号 令和 8年 1月上旬 12月 15日 

２・3 月 

合併号 
令和 8年 2月 27日 令和 8年 2月 12日 

 

    エコ封筒を作ろう 
古いカレンダーを再利用して封筒を作ります。 

10月 7日（火）11月 4日（火） 

いずれも 10：00～12：00 

    ねこはんてんサロン 
ねこはんてんの作り方を習います。楽しくお喋りしな

がら作業します 

10 月 17 日（金）22 日（水）27 日（月）30 日（木）

11 月 5 日（水）7 日（金）時間はお問合せください。 

    切手の小箱 
空き箱に古切手を貼ってステキな小箱を作ります。 

のんびりゆっくり作りましょう。 

10月 10日（金）11月 14日（金）13：30～16：00 

    グリーンボラカフェ 
花や緑が好き、ちょっと園芸に関わってみたい方、ど

なたでも参加できます。 

10月 9日（木）11月 13日（木）13：30～15：30 

 ＊余っている水仙やチューリップなどの球根をご 

寄付ください 

長野市ボランティアセンターで 

開催しています 
だれでも自由に参加できるちょこっとボラ 


